
【技術分類】１－６－１ インプラント治療／インプラント共通／インプラント印象関連器材 
【技術名称】１－６－１－１ インプラント用印象材料 
 
【技術内容】 
インプラント治療において、口腔組織の陰型作製時に使用する材料である印象材のうち、インプラ

ント専用に調整されたものをいう。 
インプラント用印象材はアバットメントやインプレッションコーピングの位置関係を正確にレプリ

カするためにより高い精度が要求されるものである。 
このため、インプラント用印象材として必要な機能として、(1)印象に適した硬さ、(2)適度な弾性、

(3)トレイとの強固な接着性、(4)長期的な寸法安定性、(5)高い親水性、などが挙げられる。材質とし
てシリコーン系エラストマーが多く使用されている。 
 
【図】 
 図 1 インプラント用印象材料             

図 2 インプラント用印象材料の使用法 
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 （a）ヒーリングアバット装着 
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